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朝夕はだいぶ涼しくなってきました。日中との気温差があり、体調を崩しやすい時季です。健康管理に

は気をつけましょう。実りの多いこの季節は、お米や果物など農作物の収穫がめじろ押しで、おいしい食

べ物が豊富に出回ります。よく食べ、よく運動して実りの多い充実した秋にしていきましょう。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「和食；日本人の伝統的な食文化」が、ユネスコ無形文化遺産に登録されてから、昨年（2023年）で

10周年を迎えます。日本には春・夏・秋・冬の四季があり、地域によって異なる気候風土のもとに、 

さまざまな食文化が育まれてきました。中でも、微生物の働きによって保存性やおいしさを高めた 

「発酵食品」は和食に欠かせないもので、各地で食べ継がれてきた地域特有の食品が多くあります。 

 

「いただきます」と「ごちそうさま」の食事のあいさ

つには、それぞれどんな意味があるか知っていますか？  

食事の前の「いただきます」は、食材となった自然の

恵み、生き物の命をいただくことへの感謝を表す言葉で

す。食べ終わった後の「ごちそうさま」には、この食事

を作るために関わった人たちへの感謝の気持ちが含ま

れています。単なるあいさつとしてではなく、意味を考

え、心を込めて言えるといいですね。 
食事に限らず、私たちの生活は多くの人の働きがあって成り立っ

ていることを忘れずに、感謝の気持ちをもって過ごしましょう。 

「和食」とは、料理のことだけではなく、「自然の尊重」という精神に基づいて育まれてきた食に関する社会的慣習

を意味しています。持続可能な社会を実現するためにも大切にしていきたい食文化です。11月24日は、一般社団法人

和食文化国民会議が定める「和食の日」です。和食を味わい、その魅力を感じ、これからの日本の食文化について考え

る機会にしていただければと思います。 


